
九
州
に
お
け
る
言
語
伝
播
の
比
較
研
究

序
論

本
稿
で
は
九
州
内
に
四
本
の
ル

i
ト
を
設
定
し
、
九
州
に
お
け
る

言
語
伝
播
の
比
較
研
究
を
試
み
た
い
と
思
う
。
な
お
、
方
言
を
比
較

す
る
に
あ
た
っ
て
の
方
法
、
及
び
デ
i
タ
の
分
析
方
法
に
お
い
て
は
、

稲
川
順
一
氏
の
「
四
国
方
言
の
分
類
と
位
置
｜
日
本
言
語
地
図
を
利

用
し
て

i
」
（
『
国
文
研
究
』
第
三
八
号
）
を
参
考
に
し
た
。

対
象
地
点
の
選
定

九
州
方
言
全
体
の
流
れ
を
見
る
た
め
に
、
ま
ず
、
三
本
の
ル

l
卜

を
設
定
し
て
み
た
。
又
、
各
ル

l
ト
を
設
定
す
る
に
あ
た
っ
て
は
旧

街
道
を
参
考
に
し
た
。

①
小
倉
l
熊
本
上
鹿
児
島
ル

l
ト
（
薩
摩
街
道
）

①
小
倉

I
佐
賀
｜
長
崎
ル

l
ト
（
長
崎
街
道
）

①
小
倉
｜
大
手
古
崎
ル

l
ト
（
中
津
、
豊
後
街
道
）

そ
の
後
、
①
の
ル

l
卜
を
鹿
児
島
市
ま
で
の
ば
し
、

国
文
学
科
二
一
号

事文

子

I号

群

＠
小
倉
l
大
分
｜
宮
崎
！
鹿
児
島
ル

l
ト

を
設
定
し
た
。

次
に
各
ル

l
ト
に
お
い
て
対
象
地
点
を
八
地
点
ず
つ
選
ん
だ
。
各

ル
l
ト
に
お
け
る
対
象
地
点
は
以
下
の
通
り
。

①
小
倉
｜
熊
本
l
鹿
児
島
ル

i
ト
（
以
下
、
①
ル

l
ト
と
略
示
）

A
北
九
州
市
小
倉
区

E
八
代
郡
宮
原
町

B
飯
塚
市

F
阿
久
根
市

C
玉
名
郡
菊
水
町

G
串
木
野
市

D
熊
本
市

H
鹿
児
島
市

②
小
倉
1
佐
賀
｜
長
崎
ル

l
ト
（
以
下
、
②
ル

l
ト）

A
北
九
州
市
小
倉
区

E
東
彼
杵
郡
東
彼
杵
町

B
飯
塚
市

F
大
村
市

C
鳥
栖
市

G
諌
早
市

D
佐
賀
市

H
長
崎
市

①
小
倉
）
大
分

l
宮
崎
ル

i
ト
（
以
下
、
①
ル

l
ト）

A
北
九
州
市
小
倉
区

E
大
分
市
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B
築
上
郡
椎
田
町

F
延
岡
市

C
宇
佐
郡
四
日
市
町

G
日
向
市

D
速
見
郡
日
出
町

H
宮
崎
市

＠
小
倉
｜
大
分
｜
宮
崎

l
鹿
児
島
ル

l
ト
（
以
下
、
＠
ル

i
ト）

•,o 都城市

A
北
九
州
市
小
倉
区

B
築
上
郡
椎
田
町

C
宇
佐
郡
四
日
市
町

D
大
分
市

延岡市o

日向市o
⑧・東彼杵町

＠ 大村市
⑧・・諌早市

⑧長崎市

E
日
向
市

F
宮
崎
市

G
都
城
市

H
鹿
児
島
市

宮崎市。
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方
法

方
言
を
比
較
す
る
に
あ
た
っ
て
の
資
料
と
し
て
、
『
九
州
方
言
の

基
礎
的
研
究
・
改
訂
版
』
（
九
州
方
言
学
会
平
成
三
年
）
か
ら
一

O
八
項
目
（
音
韻
四
一
・
文
法
四
0
・
語
業
二
七
）
を
用
い
た
。

具
体
的
に
は
、
前
節
で
選
ん
だ
八
対
象
地
点
そ
れ
ぞ
れ
に
お
い
て
、

あ
る
言
葉
に
対
し
て
ど
う
い
う
言
い
方
を
す
る
か
を
資
料
か
ら
抜
き

出
し
、
お
互
い
に
比
較
し
て
そ
の
相
違
度
を
点
数
化
す
る
八
点
数
化

の
方
法
は
後
述
）
と
い
う
方
法
を
用
い
た
。
こ
れ
を
一

O
八
項
目
全

て
に
行
い
、
総
計
す
る
と
、
あ
る
対
象
地
点
か
ら
見
た
と
き
の
、
他

の
対
象
地
点
と
の
相
対
的
な
言
語
的
距
離
が
点
数
化
さ
れ
る
。
こ
れ

を
八
地
点
全
て
に
対
し
て
行
う
と
、
相
互
の
言
語
的
距
離
が
見
え
て

く
る
の
で
あ
る
。

具
体
的
な
点
数
化
の
方
法
を
次
に
示
す
。
異
な
り
度
合
を
一

O
点

満
点
か
ら

O
点
ま
で
の
間
で
次
の
よ
う
に
設
定
す
る
。

音
韻
O
点
発
音
が
同
じ
場
合

五
点
似
た
よ
う
な
発
音
で
あ
る
が
、
音
価
が
少
し
異
な
る
場
合

一
O
点
音
価
が
全
く
異
な
る
場
合

以
上
、
こ
の
三
つ
を
基
本
に
し
て
あ
と
は
そ
れ
ぞ
れ
の
程
度
に
応
じ

て
点
数
化
す
る
。

三五
回日

嚢

同
じ
形
の
場
合

語
尾
の
み
異
な
る
も
の

同
系
統
と
思
わ
れ
る
も
の
の
最
低

同
系
統
の
語
が
複
数
あ
る
場
合
の
最
低

同
系
統
と
異
系
統
の
語
が
同
時
に
あ
る
場
合
の
最
低

異
系
統
の
語
が
二
つ
あ
り
、
そ
の
う
ち
一
つ
の
語
尾
の
み

共
通
の
場
合

一
O
点
全
く
異
な
る
語
形
の
場
合

以
上
、
こ
の
六
つ
を
基
本
に
し
て
あ
と
は
相
違
の
程
度
に
応
じ
て
点

数
化
す
る
。

文
法
に
つ
い
て
は
、
基
本
と
し
て
語
集
の
基
準
を
用
い
た
が
活
用

の
違
う
も
の
は

O
点
と
し
た
。

四二 O
点点点

八六
点点

-52ー

点
数
化
に
よ
る
結
果
及
び
分
析

以
上
の
よ
う
な
方
法
で
、
各
ル

I
ト
別
に
、
各
地
点
間
相
互
の
相

違
度
を
点
数
化
し
合
計
す
る
。
そ
れ
を
ま
と
め
た
も
の
が
、
後
に
示

す
表
一
（
①
ル
l
ト
）
、
表
三
（
②
ル
l
ト
）
、
表
五
（
＠
ル
l
卜）、

表
七
（
＠
ル

l
ト
）
で
あ
る
。
同
じ
枠
内
で
上
方
に
示
し
て
い
る
数

字
は
各
地
点
の
点
数
を
満
点
の
一

O
入

O
点
で
割
っ
た
も
の
で
、
比

較
す
る
地
点
と
の
相
違
度
を
パ

l
セ

γ
ト
で
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
地
図
に
よ
り
各
地
点
の
直
線
距
離
を
調
べ
て
ま
と
め
た
も
の

が
、
後
に
一
示
す
表
二
（
①
ル

l
ト
）
、
表
四
（
②
ル

l
卜
）
、
表
六



（
①
ル

l
ト
）
、
表
八
（
＠
ル

1
ト
）
で
あ
る
。

本
稿
で
は
単
（
重
）
回
帰
分
析
の
手
法
を
取
り
入
れ
て
分
析
を
行
っ

た
。
今
回
は
変
数
に
距
離
の
み
を
と
り
計
算
を
行
っ
た
。
各
ル

l
ト

別
に
、
相
違
度
、
距
離
の
デ
l
タ
（
各
二
八
件
）
を
も
と
に
計
算
を

行
う
と
、
次
の
よ
う
な
式
が
得
ら
れ
る
。

①
ル

l
ト

y
l一
三
一
・
四
O
九
一
O
＋
0
・
二
ニ
三
五
四
X

（
相
関
係
数
0
・
七
回
二
九
二
七
）

Y
は
予
測
値
（
単
回
帰
分
析
か
ら
得
ら
れ
る
あ
る
地
点
の
予
想
さ
れ

る
相
違
度
）

X
は
距
離
（
基
準
地
点
と
あ
る
地
点
と
の
直
線
距
離
）

②
ル

l
ト

Y
H
H
二
八
・
七
O
五
九
O
十

0
・
一
三
三
五
五
X

（
相
関
係
数
0
・
七
一
八
九
八
ご

＠
ル

l
ト

y
l二
八
・
七
八
九
三
O
＋
0
・
一
一
一
O
三
X

（
相
関
係
数
0
・
七
七
一
一
五
一
）

④
ル

l
卜

y
l三
五
・
六
O
三
二
O
＋
0
・
0
九
六
七
一

x

（
相
関
係
数
0
・
六
九
一
O
五
）

相
関
係
数
を
信
頼
の
置
け
る
値
に
引
き
上
げ
る
た
め
、
誤
差
（
実

際
の
相
違
度
か
ら
上
の
式
で
得
ら
れ
た
予
測
値
Y
を
引
い
た
も
の
）

の
大
き
い
箇
所
を
除
い
て
計
算
し
直
す
。

①
ル

i
ト

誤
差
＋
二
三
%
以
上
の
も
の
を
カ
ッ
ト

Y
H
H
三

7
0六
回
二
O
＋
0
・
二
ニ
四
九
九
X

（
相
関
係
数
0
・
八
二
O
三
三
二

②
ル

l
ト

誤
差
士
一
O
%
以
上
の
も
の
を
カ
ッ
ト

y
l二
七
・
一
一
三
三
O
＋
0
・
二
ニ
六
七
六
X

（
相
関
係
数
0
・
八
三
九
O
八
）

①
ル

l
ト

誤
差
士
八
%
以
上
の
も
の
を
カ
ッ
ト

y
l二
九
・
六
三
二
二
O
＋
0
・
0
九
八
七
五
X

（
相
関
係
数
0
・
八
三
七
三
二
五
）
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＠
ル

l
ト

誤
差
士
一
三
%
以
上
の
も
の
を
カ
ッ
ト

y
l一
二
一
了
八
O
O
三
O
＋
0
・
一
O
五
一
七

X

（
相
関
係
数
0
・
八
四
四
五
六
七
）

す
る
と
、
栢
関
係
数
が
か
な
り
高
く
な
り
、
十
分
信
頼
す
る
に
足

る
と
思
わ
れ
る
。
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
後
者
の
式
を
採
用
す
る
こ
と

に
す
る
。
デ
ー
タ
を
カ
ッ
ト
し
た
部
分
は
そ
れ
ぞ
れ
後
者
の
式
に
よ
っ

て
計
算
を
行
い
、
新
た
に
予
測
値
・
誤
差
を
算
出
す
る
。

次
に
、
各
ル

l
ト
別
に
グ
ラ
フ
の
横
軸
に
距
離
、
縦
軸
に
相
違
度



を
と
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
デ
l
タ
を
書
き
込
み
、
さ
ら
に
上
で
得
ら

れ
た
後
者
の
式
を
同
じ
グ
ラ
フ
に
書
き
込
む
と
、
後
に
示
す
図
A
J

図
H
が
得
ら
れ
る
。
こ
の
作
業
を
、
①
J
＠
の
ル

l
ト
、
そ
れ
ぞ
れ

に
つ
い
て
戸
行
っ
た
。

各
ル

1
ト
の
図
A
J図
H
を
見
る
と
、
式
で
表
さ
れ
る
直
線
よ
り
上

に
位
置
し
て
い
る
対
象
地
点
と
下
に
位
置
し
て
い
る
対
象
地
点
と
が
あ

る
こ
と
が
分
か
る
。
上
に
位
置
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
距
離
の
割
に
は
言
語

の
相
違
度
が
大
き
く
、
下
に
位
置
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
距
離
の
割
に
言

語
の
相
違
度
が
小
さ
い
こ
と
を
表
し
て
い
る
。
ま
た
、
直
線
に
近
い

ほ
ど
、
言
語
が
距
離
と
見
合
っ
た
相
違
度
を
持
っ
て
い
る
事
を
示
す
。
率分
数
百
点

上
下

小倉一熊本一鹿児島

A 北九州市小倉区 E 八代郡宮原町
B 飯塚 F 阿久根市
c 玉名郡菊水町 G 串木野市
D 熊本市 H 鹿児島市

表1 二地点聞の相違度の点数化及びその百分率

｜＼ A B c D E F G H 

A ｜＼ 36.5 41.2 39.5 42.1 54.1 59.3 61.5 391 441 423 451 579 635 658 

B 
36.5 ＼ 41.0 40.4 43.2 59.0 62.5 64.4 391 439 433 463 632 669 690 

c 41.2 41.0 ｜＼ 23.9 25.3 51.0 56.3 61.5 441 439 256 271 546 603 658 

D 
39.5 40.4 23.9 ｜＼ 26.5 53.7 61.4 63.2 423 433 256 284 575 657 676 

E 
42.1 43.2 25.3 26.5 ｜＼ 55.1 60.2 63.2 451 463 271 284 590 644 676 

F 
54.1 59.0 51.0 53.7 551. ＼ 42.5 44.6 579 632 546 575 590 455 477 

G 
59.3 62.5 56.3 61.4 60.2 42.5 ＼ 31.6 635 669 603 657 644 455 338 

H 61.5 
64.4 61.5 63.2 63.2 44.6 31.6 ＼ 658 690 658 676 676 477 338 

＼ A B c D E F G H 
A ｜＼ 26 97 125 146 210 249 266 
B 26 ＼ 74 105 125 187 225 246 
c 97 74 ＼ お 54 113 151 171 
D 125 105 33 ＼ 23 90 125 143 
E 146 125 54 23 ＼ 71 105 117 
F 210 187 113 ω 71 ＼ 41 71 
G 249 225 151 125 105 41 ｜＼ 35 
H 
2“ 246 171 143 117 71 35 ＼ 

小倉一熊本ー鹿児島

二地点聞の距離表2

小倉一佐賀一長崎

A 北九州市小倉区 E 東彼杵郡東彼杵町
B 飯塚 F 大村市
c 鳥栖市 G 諌早市
D 佐賀市 H 長崎市

表3 二地点聞の相違度の点数化及びその百分率

km) （単位

｜＼ A B c D E F G H 
A ｜＼ 36.5 48.8 50.7 45.3 44.1 46.8 49.2 391 522 543 485 472 501 527 

B 
36.5 ＼ 41.6 47.0 43.3 41.8 46.4 41.8 391 445 503 464 448 497 448 

c 48.8 41.6 ＼ 38.2 32.1 39.9 36.0 41.8 522 445 409 344 427 386 448 

D 
50.7 47.0 38.2 ＼ 32.2 31.5 27.8 32.5 543 503 409 345 337 298 348 

E 45.3 43.3 32.1 32.2 ｜＼ 26.3 30.0 31. 7 485 464 344 345 282 321 339 

F 44.1 41.8 
39.9 31.5 26.3 ＼ 23.6 31.3 472 448 427 337 282 253 335 

G 
46.8 46.4 36.0 27.8 30.0 23.6 ＼ 28.0 501 497 386 298 321 253 300 

H 
49.2 41.8 41.8 32.5 31. 7 31.3 28.0 ＼ 527 448 448 348 339 335 300 

上：百分率
下：点数
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小倉一大分一宮崎

A 北九州市小倉区 E 大分市
B 築上郡椎田町 F 延岡市
c 字佐郡四日市町 G 日向市
D 速見郡日出町 H 宮崎市

表5 二地点聞の相違度の点数化及びその百分率

！＼ A B c D E F 
A ＼ 

35.5 45.1 41.3 45.9 45.6 
380 483 442 491 488 

B 
35.5 I~ 32.4 29.9 33.4 42.6 
380 347 320 358 456 

c 45.1 32.4 ｜＼ 23.6 25.7 39.1 483 347 252 275 419 

D 41.3 
29.9 23.6 ［＼ 16.6 39.7 442 320 252 178 425 

E 
45.9 33.4 25.7 16.6 ＼ 39.1 491 358 275 178 419 

F 45.6 42.6 39.1 39.7 39.1 ＼ 488 456 419 425 419 

G 
48.3 54.5 49.6 49.1 49.3 37.4 
517 583 531 526 528 400 

H 
51. 3 46.2 46.8 46.4 43.9 38.0 
549 495 501 497 470 407 

小倉一大分一宮崎一鹿児島

A 北九州市小倉区 E 日向市
B 築上郡椎田町 F 宮崎市

G H 

48.3 51.3 
517 549 
54.5 46.2 
583 495 
49.6 46.8 
531 501 
49.1 46.4 
526 497 
49.3 43.9 
528 470 
37.4 38.0 
400 407 

＼ 38.0 407 
38.0 ｜＼ 407 
上：百分率
下：点数

c 宇佐郡四日市町 G 都城市
D 大分市 H 鹿児島市

表7 二地点聞の相違度の点数化及びその百分率

｜＼ A B c 
A ｜＼ 35.5 45.1 380 483 

B 
35.5 ｜＼ 32.4 380 347 

c 45.1 32.4 ＼ 483 347 

D 
45.9 33.4 25.7 
491 358 275 

E 48.3 54.5 49.6 517 583 531 

F 
51.3 46.2 46.8 
549 495 501 

G 
62.1 55.0 55.4 
671 595 599 

H 
62.1 64.5 62.8 
658 697 679 

D E F 

45.9 48.3 51.3 
491 517 549 
33.4 54.5 46.2 
358 583 495 
25.7 49.6 46.8 
275 531 501 

＼ 49.3 43.9 528 470 
49.3 ＼ 38.0 528 407 
43.9 38.0 ｜＼ 470 407 
52.2 52.6 52.9 
564 568 572 
63.7 68.9 61.8 
688 745 668 

G H 

62.1 61.5 
671 658 
55.0 64.5 
595 697 
55.4 62.8 
599 679 
52.2 63.7 
564 688 
52.6 68.9 
568 745 
52.9 61.8 
572 668 

I~ 34.0 368 
34.0 ＼ 368 

上：百分率
下：点数
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小倉一佐賀一長崎

表4 二地点聞の距離

A B c D E F G 

＼ 26 56 85 126 136 136 
26 ＼ 31 59 100 108 108 
56 31 ＼ 28 69 77 77 
85 59 2沼I"¥ 44 51 51 
126 100 69 44 卜＼ 21 28 
136 108 77 51 21 ＼ 10 
136 108 77 51 28 10 ＼ 
156 128 100 72 38 21 23 

H 

156 

128 

100 

72 

38 

21 

23 

＼ 
（単位 km)

小倉一大分一宮崎

表6 二地点聞の距離

A B c D E F G 

ト＼ 28 59 77 102 156 190 
28 ＼ 30 48 74 128 154 
59 30 ＼ 21 44 103 144 
77 48 21 ＼ 26 82 123 
102 74 44 26 ＼ 62 108 
156 128 103 82 62 ＼ 49 
190 154 144 123 108 49 ＼ 
236 215 197 177 162 105 56 

H 

236 

215 

197 

177 

162 

105 

56 

＼ 
（単位 km)



小倉一大分一宮崎一鹿児島

二地点聞の距離

＼ A B c D E F G H 
A 卜＼ 28 59 102 190 236 246 2“ 
B 28 ＼ 30 74 154 215 230 2幻
c 59 30 ト＼ 44 144 197 215 248 
D 102 74 44 ヘ108 162 187 225 
E 190 154 144 108 ＼ 56 89 141 
F 236 215 197 162 56 ｜＼ 41 100 
G 246 230 215 187 89 41 ｜＼ 59 
H 266 253 248 225 141 100 59 ＼ 

（単位 km) 

表8
本
論（

一
）
小
倉
｜
熊
本
｜
鹿
児
島
ル

i
ト

A 

北
九
州
市
小
倉
区
か
ら
見
た
場
合

全
体
的
に
見
て
ほ
と
ん
ど
の
対
象
地
点
が
直
線
よ
り
下
に
位
置
し

て
い
る
。
こ
れ
は
、
言
語
的
に
非
常
に
開
放
的
な
都
市
で
あ
る
と
言

う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
直
線
よ
り
上
に
位
置
す
る
の
は
岡
県
内
の
飯

塚
市
（
誤
差
了
九
H
H
直
線
か
ら
一
・
九
%
上
方
に
位
置
す
る
と
言
う

こ
と
を
表
す
。
以
下
同
様
）
だ
け
で
あ
り
、
距
離
の
割
に
は
言
語
的

な
異
な
り
が
大
き
い
こ
と
を
示
す
。

飯
塚
市
は
、
今
回
は
取
り
上
げ
な
か
っ
た
が
、
福
岡
市
と
の
交
流

が
深
く
、
言
葉
も
そ
ち
ら
の
方
か
ら
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
る
と

思
わ
れ
る
の
で
、
こ
の
よ
う
な
結
果
が
で
た
の
だ
ろ
う
と
思
う
。

そ
の
他
の
対
象
地
点
は
、
菊
水
町
（
誤
差
｜
二
・
九
）
、
熊
本
市

（
誤
差
｜
八
・
四
）
、
宮
原
町
（
誤
差
l
八
・
六
）
、
阿
久
根
市
（
誤
差

l
五
・
一
一
一
）
、
串
木
野
市
（
誤
差

l
五
ニ
ニ
）
鹿
児
島
市
（
誤
差
l
五・

四
）
と
、
い
ず
れ
も
直
線
よ
り
下
に
位
置
し
て
い
る
。

B 

飯
塚
市
か
ら
見
た
場
合

全
体
的
に
見
た
場
合
、
対
象
地
点
が
直
線
よ
り
上
か
下
か
、
ど
ち

ら
か
一
方
に
偏
っ
て
い
る
と
は
感
じ
ら
れ
な
い
。

直
線
よ
り
上
に
位
置
し
て
い
る
の
は
、
小
倉
（
誤
差
了
九
）
、
阿

久
根
市
（
誤
差
二
・
七
）
、
串
木
野
市
（
誤
差
了

O
）
の
三
地
点
で
、

岡
県
内
の
小
倉
の
相
違
度
が
距
離
の
割
に
高
い
事
は
、
先
に
述
べ
た

よ
う
に
、
飯
塚
市
と
福
岡
市
の
関
係
か
ら
説
明
が
つ
く
で
あ
ろ
う
。

そ
の
他
の
鹿
児
島
県
の
二
地
点
、
阿
久
根
市
と
串
木
野
市
が
直
線
よ

り
上
に
位
置
し
て
い
る
こ
と
は
、
予
想
し
て
い
た
通
り
の
結
果
と
も

言
え
る
。
直
線
よ
り
下
に
位
置
し
て
い
る
の
は
、
熊
本
県
の
熊
本
市
（
誤
差

｜
四
・
八
）
、
宮
原
町
（
誤
差
l
四
・
七
）
の
二
地
点
。

熊
本
県
の
菊
水
町
（
誤
差
1
0・
0
五
）
、
鹿
児
島
県
の
鹿
児
島
市

（
誤
差
0
・
ニ
は
距
離
に
見
合
っ
た
位
置
に
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ

且ソ。
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c 

玉
名
郡
菊
水
町
か
ら
見
た
場
合

直
線
よ
り
上
に
位
置
し
て
い
る
の
は
鹿
児
島
県
の
阿
久
根
市
（
誤

差
四
二
ハ
）
、
串
木
野
市
（
誤
差
四
・
八
）
、
鹿
児
島
市
（
誤
差
七
二
ニ
）

の
三
地
点

直
線
よ
り
下
に
位
置
し
て
い
る
の
は
、
同
県
内
の
熊
本
市
（
誤
差

ー
二
・
六
）
、
宮
原
町
（
誤
差
l
一三・

O
）
、
福
岡
県
の
小
倉
（
誤

差

1
二
・
九
）
の
三
地
点
。
福
岡
県
の
飯
塚
市
（
誤
差
｜
0
・
0
五）

は
、
ほ
ぼ
直
線
上
に
位
置
し
て
い
る
。

岡
県
内
の
二
地
点
が
言
語
的
に
近
し
い
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
で

あ
ろ
う
。
ま
た
、
小
倉
と
は
飯
塚
市
を
見
た
場
合
、
小
倉
の
方
が
距

離
（
横
軸
）
の
上
で
は
遠
く
に
位
置
し
て
い
る
の
に
、
相
違
度
（
縦

軸
）
で
は
飯
塚
市
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
所
に
位
置
し
て
い
る
。

こ
れ
は
小
倉
と
の
結
び
付
き
が
よ
り
強
い
こ
と
を
表
し
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
。

D 

熊
本
市
か
ら
見
た
場
合

直
線
よ
り
上
に
位
置
し
て
い
る
の
は
三
地
点
、
阿
久
根
市
（
誤
差

一
0
・
五
）
、
串
木
野
市
（
誤
差
二
ニ
・
四
）
、
鹿
児
島
市
（
誤
差
二
了

八
）
。
直
線
よ
り
下
に
位
置
し
て
い
る
の
は
四
地
点
、
菊
水
町
（
誤

孝
l
一
了
六
）
、
宮
原
町
（
誤
差

T七
二
ハ
）
小
倉
（
霊

T
八
・
四
）
、

飯
塚
市
（
誤
差
｜
四
・
八
）
。

数
だ
け
見
る
と
ど
ち
ら
か
一
方
に
偏
っ
て
い
る
と
は
感
じ
ら
れ
ず
、

特
に
開
放
的
と
も
閉
鎖
的
と
も
言
え
な
い
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
岡
県
内
の
二
地
点
（
菊
水
町
、
宮
原
町
）
を
除
い
て
考

え
て
み
る
と
、
熊
本
県
の
南
側
、
鹿
児
島
県
の
三
地
点
（
阿
久
根
市
、

串
木
野
市
、
鹿
児
島
市
）
は
ど
れ
も
直
線
よ
り
上
に
位
置
し
、
逆
に
、

熊
本
県
の
北
側
、
福
岡
県
の
二
地
点
（
小
倉
、
飯
塚
）
は
直
線
よ
り

下
に
位
置
し
て
い
る
。
ま
た
、
同
県
内
の
二
地
点
に
つ
い
て
考
え
て

み
て
も
、
熊
本
市
よ
り
北
に
あ
る
菊
水
町
の
方
が
、
熊
本
市
よ
り
南

に
あ
る
宮
原
町
よ
り
も
距
離
は
遠
い
の
に
相
違
度
は
低
く
な
っ
て
い

る。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
「
熊
本
市
は
言
語
面
に
お
い
て
、
北
に
向

か
っ
て
は
開
放
的
で
あ
り
、
南
に
向
か
っ
て
は
閉
鎖
的
で
あ
る
。
」

と
言
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
こ
と
は
ま
た
福
岡
県

と
の
交
流
の
深
さ
を
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
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E 

八
代
郡
宮
原
町
か
ら
み
た
場
合

直
線
よ
り
上
に
位
置
し
て
い
る
の
は
鹿
児
島
県
の
阿
久
根
市
（
誤

差
一
四
・
四
）
、
串
木
野
市
（
誤
差
一
四
・
九
）
、
鹿
児
島
市
（
誤
差
一

六
二
ニ
）
の
三
地
点
。

直
線
よ
り
下
に
位
置
し
て
い
る
の
は
岡
県
内
の
菊
水
町
（
誤
差
｜

二ニ・

O
）
、
熊
本
市
（
誤
差
｜
七
・
六
）
と
、
福
岡
県
の
小
倉
（
誤

差
｜
八
・
六
）
、
飯
塚
市
（
誤
差

i
四
・
七
）
の
四
地
点
。



熊
本
市
か
ら
見
た
場
合
と
同
じ
く
、
数
だ
け
を
見
る
と
、
特
に
偏

り
は
感
じ
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
細
か
く
見
て
み
る
と
、
直
線
よ
り

上
に
位
置
し
て
い
る
の
は
全
て
宮
原
町
よ
り
南
側
に
あ
る
対
象
地
点

で
あ
り
、
一
方
、
直
線
よ
り
下
に
位
置
し
て
い
る
の
は
全
て
宮
原
町

よ
り
北
側
に
あ
る
対
象
地
点
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
宮
原
町
も
熊
本
市
と
同
じ
く
、
北
に
向
か
っ
て

は
開
放
的
で
あ
り
、
南
に
向
か
っ
て
は
閉
鎖
的
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

F 

阿
久
根
市
か
ら
見
た
場
合

全
体
的
に
見
て
、
ほ
と
ん
ど
の
対
象
地
点
が
直
線
よ
り
上
に
位
置

し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
言
語
的
に
非
常
に
孤
立
し
て
い
る
と
言
う
事

が
で
き
よ
う
。

鹿
児
島
県
の
言
語
的
性
格
か
ら
、
こ
う
い
う
結
果
に
な
る
こ
と
は

あ
る
程
度
予
想
し
て
い
た
こ
と
で
は
あ
っ
た
の
だ
が
、
そ
れ
に
し
て

も
、
岡
県
内
の
串
木
野
市
（
誤
差
五
・
九
）
、
鹿
児
島
市
（
誤
差
三
・

九
）
が
と
も
に
直
線
よ
り
上
に
位
置
し
て
い
る
こ
と
は
驚
き
で
あ
る
。

直
線
よ
り
下
に
位
置
し
て
い
る
の
は
福
岡
県
の
小
倉
（
誤
差

l
五・

三
）
の
み
。
そ
の
他
の
対
象
地
点
の
、
飯
塚
（
誤
差
二
・
七
）
、
菊
水

町
（
誤
差
四
・
六
）
、
熊
本
市
（
誤
差
一

0
・
五
）
、
宮
原
町
（
誤
差
一

四
・
四
）
、
串
木
野
市
、
鹿
児
島
市
は
直
線
よ
り
上
に
位
置
し
て
い
る
。

特
に
、
熊
本
県
の
二
地
点
、
熊
本
市
と
宮
原
町
の
誤
差
が
大
き
く
、

言
語
面
で
の
交
流
が
あ
ま
り
無
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

G 

串
木
野
市
か
ら
見
た
場
合

全
体
的
に
見
た
場
合
、
直
線
よ
り
上
に
位
置
す
る
対
象
地
点
が
圧

倒
的
に
多
く
、
言
語
的
に
非
常
に
閉
鎖
的
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

直
線
よ
り
下
に
位
置
し
て
い
る
の
は
岡
県
内
の
鹿
児
島
市
（
誤
差

｜
四
・
二
）
と
福
岡
県
の
小
倉
（
誤
差

l
五
・
一
ニ
）
の
二
地
点
。

直
線
よ
り
上
に
位
置
し
て
い
る
の
は
同
県
内
の
阿
久
根
市
（
誤
差

五
・
九
）
、
福
岡
県
の
飯
塚
市
（
誤
差
了

O
）
、
熊
本
県
の
菊
水
町

（
誤
差
四
・
八
）
、
熊
本
市
（
誤
差
二
ニ
・
四
）
、
宮
原
町
（
誤
差
一
四
・

九
）
の
五
地
点
。

福
岡
県
の
二
地
点
に
比
べ
、
熊
本
県
の
熊
本
市
、
宮
原
町
は
距
離

的
に
は
か
な
り
近
い
の
で
あ
る
が
、
相
違
度
を
見
て
み
る
と
あ
ま
り

変
わ
ら
な
い
。
こ
こ
で
も
熊
本
県
と
の
言
語
面
で
の
交
流
の
少
な
さ

を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
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H 

鹿
児
島
市
か
ら
見
た
場
合

全
体
的
に
見
て
対
象
地
点
は
ほ
と
ん
ど
直
線
よ
り
上
に
位
置
し
て

お
り
、
か
な
り
孤
立
し
た
言
語
で
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

阿
久
根
市
、
串
木
野
市
か
ら
見
た
場
合
と
同
じ
く
、
こ
こ
で
も
福

岡
県
の
小
倉
（
誤
差

l
五
・
四
）
は
直
線
よ
り
下
に
位
置
し
て
い
る
。

鹿
児
島
県
か
ら
一
番
遠
い
距
離
に
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
こ
れ
は

不
思
議
な
感
じ
が
す
る
。
そ
の
他
、
岡
県
内
の
串
木
野
市
（
誤
差
｜



四
・
二
）
が
直
線
よ
り
下
に
位
置
し
て
い
る
。

直
線
よ
り
上
に
位
置
し
て
い
る
の
は
同
県
内
の
阿
久
根
市
（
誤
差

一
ニ
・
九
）
、
福
岡
県
の
飯
塚
市
（
誤
差
0
・
二
、
熊
本
県
の
菊
水
町

（
誤
差
七
・
三
）
、
熊
本
市
（
誤
義
一
二
・
三
）
、
宮
原
町
（
誤
差
一
六
・

一
ニ
）
の
五
地
点
。

以
上
、
小
倉
I
熊
ギ
ム
鹿
児
島
ル
l
ト
の
全
対
象
地
点
（
八
地
点
）

に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
に
述
べ
て
き
た
が
、
全
体
を
通
し
て
み
て
み
る

と
次
の
よ
う
な
こ
と
が
言
え
る
と
思
う
。

ま
ず
、
こ
の
ル

l
ト
に
関
し
て
は
福
岡
県
の
小
倉
が
非
常
に
大
き

な
影
響
力
を
持
っ
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
対
象
地
点
八
地
点
の

う
ち
、
開
放
的
な
言
語
と
言
え
る
の
は
小
倉
だ
け
で
あ
り
、
熊
本
県

と
鹿
児
島
県
の
対
象
地
点
（
六
地
点
）
全
て
に
対
し
て
直
線
よ
り
下

に
位
置
し
て
い
た
。

熊
本
県
に
つ
い
て
は
、
地
理
的
に
は
福
岡
県
と
鹿
児
島
県
の
聞
に

位
置
し
、
つ
ま
り
、
両
県
に
接
し
て
い
な
が
ら
も
、
言
語
面
で
は
福

岡
県
か
ら
受
け
る
影
響
が
非
常
に
大
き
く
、
鹿
児
島
県
と
の
交
流
は

あ
ま
り
感
じ
ら
れ
な
か
っ
た
。

鹿
児
島
県
側
か
ら
見
て
も
こ
れ
は
言
え
る
こ
と
で
、
地
理
的
に
は

隣
り
合
う
形
の
熊
本
県
と
、
鹿
児
島
県
と
は
全
く
接
す
る
こ
と
の
な

い
福
岡
県
と
で
の
相
違
度
に
は
あ
ま
り
差
が
な
か
っ
た
。
ま
た
、
小

倉
を
除
く
他
県
の
対
象
地
点
は
全
て
直
線
よ
り
上
に
位
置
し
て
お
り
、

非
常
に
孤
立
し
た
言
語
を
持
っ
て
い
る
と
一
一
一
一
口
え
よ
う
。

図A

小倉から見た場合

図B

飯塚市から見た場合 (%) 
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熊本市から見た場合(%) 
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小
倉
｜
佐
賀

l
長
崎
ル
l
卜

200 

A 

北
九
州
市
小
倉
区
か
ら
見
た
場
合

100 

全
体
的
に
見
て
ほ
と
ん
ど
の
対
象
地
点
が
直
線
よ
り
上
に
位
置
し

て
い
る
。
つ
ま
り
、
言
語
的
に
非
常
に
孤
立
し
た
都
市
で
あ
る
と
言

う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
直
線
よ
り
下
に
位
置
し
て
い
る
の
は
1
地
点
、

長
崎
県
の
大
村
市
（
誤
差

1
7六
）
の
み
。

そ
の
他
の
対
象
地
点
は
、
岡
県
内
の
飯
塚
市
（
誤
差
五
・
八
）
、
佐

賀
県
の
鳥
栖
市
（
誤
差
一
四
・

O
）
、
佐
賀
市
（
誤
差
二
・
九
）
、
長

崎
県
の
東
彼
杵
郡
（
誤
差
0
・
九
）
、
諌
早
市
（
誤
差

7
0）
長
崎

市
（
誤
差
0
・
七
）
と
、
い
ず
れ
も
直
線
よ
り
上
に
位
置
し
て
い
る
。

そ
の
中
で
も
、
距
離
的
に
は
そ
う
遠
く
な
い
と
こ
ろ
に
位
置
す
る
佐

賀
県
の
二
地
点
の
誤
差
が
極
め
て
大
き
く
、
一
一
一
一
一
語
面
で
の
交
流
の
少

な
さ
と
い
う
も
の
を
う
か
が
わ
せ
る
。
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300 
(km) 

200 

B 

飯
塚
市
か
ら
見
た
場
合

100 

小
倉
か
ら
見
た
場
合
と
同
様
、
ほ
と
ん
ど
の
対
象
地
点
は
直
線
よ

り
上
に
位
置
し
て
お
り
、
か
な
り
孤
立
し
た
言
語
を
持
っ
て
い
る
と

言
え
よ
う
。

直
線
よ
り
上
に
位
置
し
て
い
る
の
は
岡
県
内
の
小
倉
（
誤
差
五
・

入
）
、
佐
賀
県
の
鳥
栖
市
（
誤
差
一

0
・
二
）
、
佐
賀
市
（
誤
差
二
・



八
）
、
長
崎
県
の
東
彼
杵
町
（
誤
差
ニ
・
五
）
、
諌
早
市
（
誤
差
四
・
五
）

の
五
地
点
。
下
に
位
置
し
て
い
る
の
は
長
崎
県
の
大
村
市
（
誤
差

i

0
・
五
）
、
長
崎
市
（
誤
差
i
二
・
八
）
の
二
地
点
。

こ
こ
で
も
佐
賀
県
の
二
地
点
の
誤
差
が
非
常
に
大
き
い
こ
と
が
目

に
つ
く
。
ま
た
、
距
離
的
に
は
一
番
遠
く
に
位
置
す
る
長
崎
市
が
直

線
よ
り
下
に
位
置
し
て
お
り
、
し
か
も
大
村
市
の
誤
差
よ
り
も
マ
イ

ナ
ス
の
度
合
が
大
き
い
。
相
違
度
を
見
て
も
小
倉
（
相
違
度
三
六
・

五
）
、
鳥
栖
市
（
相
違
度
四
一
ニ
ハ
）
に
つ
い
で
三
番
目
の
低
さ
（
相

違
度
四
了
八
）
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
注
目
す
べ
き
結
果
で
あ
ろ

A
J

。c 

鳥
栖
市
か
ら
見
た
場
合

全
体
的
に
見
た
場
合
、
直
線
よ
り
上
に
位
置
し
て
い
る
対
象
地
点

が
多
く
、
孤
立
の
傾
向
が
強
い
と
言
え
る
。

直
線
よ
り
下
に
位
置
し
て
い
る
の
は
長
崎
県
の
東
彼
杵
町
（
誤
差

｜
四
・
四
）
と
諌
早
市
（
誤
差

l
一
ニ
ハ
）
の
二
地
点
。

直
線
よ
り
上
に
位
置
し
て
い
る
の
は
岡
県
内
の
佐
賀
市
（
誤
差
七
・

二
）
、
福
岡
県
の
小
倉
（
誤
差
一
四
・

O
）
、
飯
塚
市
（
誤
差
一

0
・二）、

長
崎
県
の
大
村
市
（
誤
差
二
・
二
）
、
長
崎
市
（
誤
差
0
・
九
）
の
五

地
点
。特
に
福
岡
県
の
二
地
点
は
誤
差
、
相
違
度
の
値
（
小
倉
の
相
違
度

四
八
・
八
、
飯
塚
市
の
相
違
度
四
一
・
六
）
共
に
大
き
い
。
鳥
栖
市
の

地
理
的
位
置
か
ら
考
え
る
と
（
三
方
を
福
岡
県
と
接
す
る
。
東
は
福

岡
県
小
郡
市
、
北
西
は
那
珂
川
町
、
南
は
久
留
米
市
）
言
語
的
に
は

筑
後
か
ら
の
影
響
を
か
な
り
受
け
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
よ
っ
て
、

こ
の
よ
う
な
結
果
が
で
た
の
だ
ろ
う
。
同
県
内
の
佐
賀
市
が
直
線
よ

り
上
に
位
置
し
て
い
る
の
も
、
こ
の
こ
と
か
ら
説
明
が
つ
く
で
あ
ろ

A
ノ
。

D 

佐
賀
市
か
ら
見
た
場
合

全
体
的
に
見
て
、
対
象
地
点
が
直
線
よ
り
上
か
下
か
、
ど
ち
ら
か

一
方
に
偏
っ
て
い
る
と
は
感
じ
ら
れ
な
い
。

直
線
よ
り
上
に
位
置
し
て
い
る
の
は
岡
県
内
の
鳥
栖
市
（
誤
差
七
・

ニ
）
、
福
岡
県
の
小
倉
（
誤
差
二
・
九
）
、
飯
塚
市
（
誤
差
二
・
八
）

の
三
地
点
。
鳥
栖
市
か
ら
見
た
場
合
と
同
様
、
特
に
福
岡
県
の
二
地

点
は
誤
差
と
相
違
度
の
値
（
小
倉
の
相
違
度
五

0
・
七
飯
塚
市
の
相

違
度
四
七
・

O
）
共
に
大
き
く
、
言
語
面
で
の
交
流
は
あ
ま
り
無
か
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。

直
線
よ
り
下
に
位
置
し
て
い
る
の
は
東
彼
杵
町
（
誤
差

l
0・九）、

大
村
市
（
誤
差
｜
二
・
六
）
、
諌
早
市
（
誤
差
｜
六
・
三
）
、
長
崎
市

（
誤
差
｜
四
・
四
）
の
四
地
点
。
こ
れ
ら
は
全
て
長
崎
県
の
対
象
地

点
で
あ
り
、
言
語
面
で
の
交
流
が
か
な
り
積
極
的
で
あ
る
こ
と
を
物

語
っ
て
い
る
。
ま
た
、
一
番
相
違
度
の
低
い
諌
早
市
に
つ
い
て
は
、

明
治
五
年
一
月
に
長
崎
県
に
編
入
す
る
ま
で
は
佐
賀
県
の
一
部
で
あ
っ

た
こ
と
を
考
え
る
と
、
う
な
ず
け
る
結
果
で
あ
ろ
う
。
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E 

東
彼
杵
町
か
ら
見
た
場
合

全
体
的
に
見
た
場
合
、
直
線
よ
り
上
に
位
置
し
て
い
る
の
が
二
地

点
、
下
に
位
置
し
て
い
る
の
が
五
地
点
で
、
言
語
的
に
開
放
的
で
あ

る
と
言
え
よ
う
。

直
線
よ
り
上
に
位
置
し
て
い
る
の
は
福
岡
県
の
二
地
点
、
小
倉

（
誤
差
0
・
九
）
と
飯
塚
市
（
誤
差
ニ
・
五
）
。
東
彼
杵
町
と
の
距
離
、

地
理
的
な
位
置
か
ら
見
て
妥
当
な
結
果
と
言
え
る
か
。

直
線
よ
り
下
に
位
置
し
て
い
る
の
は
岡
県
内
の
大
村
市
（
誤
差
i

一
ニ
・
七
）
、
諌
早
市
（
誤
差
1
0・
九
）
、
長
崎
市
（
誤
差
｜
0
・六）、

佐
賀
県
の
鳥
栖
市
（
誤
差

i
四
・
四
）
、
佐
賀
市
（
誤
差
l
0・九）

の
五
地
点
。

F 

大
村
市
か
ら
見
た
場
合

全
体
的
に
見
て
、
ほ
と
ん
ど
の
対
象
地
点
が
直
線
よ
り
下
に
位
置

し
て
お
り
、
か
な
り
開
放
的
な
言
語
で
あ
る
と
言
え
る
。

直
線
よ
り
上
に
位
置
し
て
い
る
の
は
、
岡
県
内
の
長
崎
市
（
誤
差

了
三
）
、
佐
賀
県
の
鳥
栖
市
（
誤
差
ニ
・
二
）
の
二
地
点
。

直
線
よ
り
下
に
位
置
し
て
い
る
の
は
、
同
県
内
の
諌
阜
市
（
誤
差

！
四
・
九
）
、
東
彼
杵
町
（
誤
差

l
三
・
七
）
、
佐
賀
県
の
佐
賀
市
（
誤

差
｜
二
・
六
）
、
福
岡
県
の
飯
塚
市
（
誤
差
｜
0
・
ご
、
小
倉
（
誤
差

｜
了
六
）
の
五
地
点
で
あ
る
。

岡
県
内
の
対
象
地
点
に
つ
い
て
見
て
み
る
と
、
長
崎
市
だ
け
が
直

線
よ
り
も
上
に
位
置
し
て
お
り
、
距
離
の
割
に
は
言
語
的
な
異
な
り

が
大
き
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
佐
賀
県
の
対
象
地
点
に
つ

い
て
は
、
二
地
点
が
そ
れ
ぞ
れ
直
線
の
上
と
下
に
は
っ
き
り
分
か
れ

て
お
り
、
筑
後
か
ら
の
影
響
が
大
き
い
と
思
わ
れ
る
鳥
栖
市
に
対
し

て
、
佐
賀
市
は
長
崎
と
の
結
び
付
き
が
非
常
に
強
い
と
い
う
結
果
を

見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

G 

諌
早
市
か
ら
見
た
場
合

直
線
よ
り
上
に
位
置
し
て
い
る
の
が
二
地
点
、
下
に
位
置
し
て
い

る
の
が
五
地
点
で
、
言
語
的
に
は
開
放
的
と
言
え
よ
う
。

福
岡
県
の
対
象
地
点
は
二
地
点
と
も
直
線
よ
り
上
に
位
置
し
て
お

り
、
飯
塚
市
（
誤
差
四
・
五
）
、
小
倉
（
誤
差

7
0）
、
諌
早
市
と
の

距
離
、
地
理
的
位
置
か
ら
見
て
も
交
流
は
少
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
他
の
対
象
地
点
は
、
い
ず
れ
も
直
線
よ
り
下
に
位
置
し
て
お

り
、
岡
県
内
の
大
村
市
（
誤
差
｜
四
・
九
）
、
長
崎
市
（
誤
差
i
ニ・

二
）
、
東
彼
杵
町
（
誤
差
｜
0
・
九
）
、
佐
賀
県
の
佐
賀
市
（
誤
差
｜

六
二
ニ
）
、
鳥
栖
市
（
誤
差
｜
了
六
）
、
特
に
佐
賀
市
の
誤
差
の
マ
イ

ナ
ス
の
度
合
い
が
大
き
い
。
こ
れ
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
諌
早

市
が
佐
賀
県
の
一
部
で
あ
っ
た
こ
と
が
影
響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ

ヲ
令
。
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H 

長
崎
市
か
ら
見
た
場
合

直
線
よ
り
上
に
位
置
し
て
い
る
の
は
三
地
点
、
下
に
位
置
し
て
い



る
の
は
四
地
点
で
、
数
だ
け
見
る
と
特
に
ど
ち
ら
か
一
方
に
偏
っ
て

い
る
と
は
感
じ
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
直
線
よ
り
上
に
位
置
し
て
い

る
三
地
点
は
ど
れ
も
誤
差
が
小
さ
く
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
、
や
や

開
放
的
な
言
語
を
も
っ
と
言
え
よ
う
。

直
線
よ
り
上
に
位
置
し
て
い
る
の
は
、
岡
県
内
の
大
村
市
（
誤
差

了
三
）
、
佐
賀
県
の
鳥
栖
市
（
誤
差
0
・
九
）
、
福
岡
県
の
小
倉
（
誤

差
0
・
七
）
の
三
地
点
。
同
県
内
の
大
村
市
の
誤
差
が
一
番
大
き
い

と
い
う
結
果
は
意
外
で
あ
っ
た
。

直
線
よ
り
下
に
位
置
し
て
い
る
の
は
、
同
県
内
の
諌
早
市
（
誤
差

l
二
・
二
）
、
東
彼
杵
町
（
誤
差
｜
0
・
六
）
、
佐
賀
県
の
佐
賀
市
（
誤

差
｜
四
・
四
）
、
福
岡
県
の
飯
塚
市
（
誤
差

l
二
・
入
）
の
四
地
点
。

誤
差
の
マ
イ
ナ
ス
の
度
合
が
一
番
大
き
い
の
は
佐
賀
市
で
、
こ
こ
で

も
言
語
面
で
の
交
流
の
深
さ
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

以
上
、
小
倉

I
佐
賀

i
長
崎
ル

l
ト
の
全
対
象
地
点
（
八
地
点
）

に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
に
述
べ
て
き
た
。
こ
れ
か
ら
、
全
体
を
通
し
て

み
て
気
付
い
た
こ
と
を
述
べ
て
み
た
い
と
思
う
。

ま
ず
、
こ
の
ル

l
ト
に
関
し
て
は
小
倉
の
言
語
的
影
響
力
は
さ
ほ

ど
感
じ
ら
れ
な
い
。
む
し
ろ
、
こ
の
ル

l
ト
に
お
い
て
は
同
じ
福
岡

県
の
飯
塚
市
と
共
に
孤
立
の
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
地
理
的
に
は
隣

り
合
う
形
の
佐
賀
県
と
も
言
語
的
に
は
か
な
り
の
距
離
が
あ
る
と
言

え
よ
う
。

佐
賀
県
の
鳥
栖
市
に
関
し
て
は
、
そ
の
地
理
的
位
置
か
ら
、
ル
ー

ト
以
外
の
筑
後
方
面
か
ら
受
け
る
影
響
が
大
き
い
と
思
わ
れ
、
こ
の

ル
l
ト
に
お
い
て
は
孤
立
の
傾
向
を
示
す
結
果
と
な
っ
た
。
佐
賀
市

に
つ
い
て
は
、
長
崎
県
と
の
言
語
的
交
流
が
非
常
に
盛
ん
で
あ
る
と

言
え
る
だ
ろ
う
。
福
岡
県
と
の
言
語
的
交
流
は
あ
ま
り
感
じ
ら
れ
な

’LV 
対
象
地
点
八
地
点
の
う
ち
、
開
放
的
な
言
語
を
も
っ
と
言
え
る
の

は
全
て
長
崎
県
の
対
象
地
点
で
あ
っ
た
。
こ
の
ル

l
ト
に
お
い
て
、

長
崎
県
は
か
な
り
の
影
響
力
を
持
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
長
崎
県

内
に
お
い
て
、
大
村
市
と
長
崎
市
で
は
言
語
的
な
対
立
が
見
ら
れ
た
。

64 

図A

小倉から見た場合

200 
(km) 

長
匝時
陳市
早．
東市
彼・
杵．
町一／．

大
キ寸
市

100 

－
佐
賀
市－鳥

栖
市

飯
塚
市
・

（%〉
60 

20 
0 

50 

40 

30 



図C 図B

(%) 鳥栖市から見た場合
60 

(%) 飯塚市から見た場合
60 

50ト 50 諌早市

．． 

栖市鳥 佐賀市・ 東杵彼町・ ・
雲t台茎 轟市
・ 需大 ・ ．． 

40ト ． 40 

／喜善．． 

佐市賀

．． 

．・ 諌早市

づ倉、

30ト／
東彼杵町

30 

20 。 100 （~~） 
。 100 （~~） 

図E 図D

（%〕 東彼杵町から見た場合 (%) 佐賀市から見た場合
60 60 

50ト ．． 

飯塚市 ノ倉． j、
． づ倉、

飯塚市

．． 

40 
． 

．．  

30ト，ム一 計よ崎7市集量市

・諌早市

20 宇市大寸
20 。 100 （~~） 
。 100 200 

(km 

65-



図 F

大村市から見た場合(%) 

60 

図G

諌阜市から見た場合く%）
60 

50 
倉
．． 

飯
塚
市
・

．． 

倉－
飯
塚
市

鳥
栖
市
・

50 

長
崎
市
・

40 40 

－
佐
賀
市東
彼
杵
町
・

錬

早

市

30 

20 
0 

鳥
栖
市．
 

．． 
東

国・彼
訟杵・佐
立町賀
川大市
キ寸
市

30 

20 
0 200 

(km) 

200 
(km) 

小
倉
・

100 

100 

図H

長崎市から見た場合

－
諌
早
市

－
飯
塚
市

鳥
稿
市
・

－
佐
賀
市

－
東
彼
杵
町

大
村
市
・

20 
0 

く%〉
60 

50 

40 

30 

66-

（
三
）
小
倉

l
大
分
｜
宮
崎
ル
l
ト

200 
(km) 

A 

北
九
州
市
小
倉
区
か
ら
見
た
場
合

100 

全
体
的
に
見
て
、
直
線
よ
り
上
に
位
置
し
て
い
る
対
象
地
点
の
方

が
多
く
、
言
語
的
に
は
閉
鎖
的
と
言
え
よ
う
。

車
線
よ
り
上
に
位
置
し
て
い
る
の
は
同
県
内
の
椎
田
町
（
誤
差
一
子

一
）
、
大
分
県
の
四
日
市
町
（
誤
差
九
・
六
）
、
日
出
町
（
誤
差
四
・

O
）、

大
分
市
（
誤
差
六
・
二
）
、
宮
崎
県
の
延
岡
市
（
誤
差
0
・
五
）
の
五

地
点
。
下
に
位
置
し
て
い
る
の
は
宮
崎
市
（
誤
差
l
了
六
）
の
み

で
、
宮
崎
県
の
日
向
市
（
誤
差
｜
0
・
0
一
）
は
ほ
ぼ
直
線
上
に
位



置
し
て
い
る
。

大
分
県
の
対
象
地
点
に
つ
い
て
見
て
み
る
と
、
四
日
市
町
（
相
違

度
四
五
・
二
と
大
分
市
（
相
違
度
四
五
・
九
｝
の
相
違
度
に
は
あ
ま

り
差
が
な
く
、
日
出
町
（
相
違
度
四
了
三
）
の
相
違
度
が
三
地
点

の
中
で
最
も
低
く
な
っ
て
い
る
。
小
倉
か
ら
の
距
離
を
考
え
る
と
、

こ
れ
は
面
白
い
結
果
だ
ろ
う
。

宮
崎
県
の
対
象
地
点
の
相
違
度
は
小
倉
か
ら
の
距
離
の
順
に
並
ん

で
い
る
。
延
岡
市
（
相
違
度
四
五
二
ハ
）
の
相
違
度
の
値
を
見
る
と
、

小
倉
か
ら
の
距
離
が
半
分
し
か
な
い
四
日
市
町
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら

な
い
と
い
う
の
は
驚
き
で
あ
る
。

8 

築
上
郡
椎
田
町
か
ら
見
た
場
合

直
線
よ
り
上
に
位
置
し
て
い
る
の
は
三
地
点
、
岡
県
内
の
小
倉

（
誤
差
三
・
二
、
宮
崎
県
の
延
岡
市
（
誤
差

0
・
三
）
、
日
向
市
（
誤

差
九
・
六
）
。

直
線
よ
り
下
に
位
置
し
て
い
る
の
は
四
地
点
、
大
分
県
の
四
日
市

町
（
誤
差
l
0・
二
）
、
日
出
町
（
誤
差
｜
四
・
四
）
、
大
分
市
（
誤
差

｜
三
・
五
）
、
宮
崎
県
の
宮
崎
市
（
誤
差
｜
四
・
六
）
。

大
分
県
の
対
象
地
点
は
、
三
地
点
と
も
直
線
よ
り
下
に
位
置
し
て

お
り
、
言
語
的
に
近
し
い
関
係
に
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、

椎
田
町
か
ら
ほ
ぼ
同
距
離
に
あ
る
小
倉
と
四
日
市
町
と
を
見
る
と
、

岡
県
内
の
小
倉
の
方
が
相
違
度
が
高
く
、
大
分
県
の
四
日
市
町
の
方

が
下
に
位
置
し
て
い
る
。
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
、
大
分
県
の
方
に
向

か
っ
て
開
放
的
と
言
え
る
の
だ
ろ
う
か
。

宮
崎
県
の
対
象
地
点
を
見
る
と
、
そ
の
相
違
度
は
距
離
の
順
に
は

並
ん
で
お
ら
ず
、
距
離
的
に
一
番
遠
い
宮
崎
市
だ
け
が
直
線
よ
り
下

に
位
置
し
て
い
る
。

c 

宇
佐
郡
四
日
市
町
か
ら
見
た
場
合

全
体
的
に
見
て
、
直
線
よ
り
下
に
位
置
し
て
い
る
対
象
地
点
の
方

が
多
く
、
言
語
的
に
は
開
放
的
と
言
え
よ
う
。

直
線
よ
り
上
に
位
置
し
て
い
る
の
は
福
岡
県
の
小
倉
（
誤
差
九
・

六
）
と
宮
崎
県
の
日
向
市
（
誤
差
五
・
七
）
の
二
地
点
で
、
他
の
対

象
地
点
に
比
べ
、
二
地
点
と
も
か
な
り
直
線
か
ら
離
れ
た
所
に
位
置

し
て
い
る
の
が
自
に
つ
く
。
特
に
小
倉
の
誤
差
の
値
が
大
き
い
。

直
線
よ
り
下
に
位
置
し
て
い
る
の
は
岡
県
内
の
日
出
町
（
誤
差

l

八
・
二
、
大
分
市
（
誤
差

i
八
・
ニ
）
、
福
岡
県
の
椎
田
町
（
誤
差
｜

0
・
二
）
、
宮
崎
県
の
延
岡
市
（
誤
差
｜
0
・
七
）
、
宮
崎
市
（
誤
差
｜

一
一
・
一
二
）
の
五
地
点
。
岡
県
内
の
二
地
点
の
誤
差
は
さ
す
が
に
マ
イ

ナ
ス
の
度
合
い
が
大
き
く
、
言
語
的
に
近
し
い
と
言
え
る
。
そ
の
他

の
三
地
点
は
あ
ま
り
直
線
か
ら
離
れ
て
い
な
い
。
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D 

速
見
郡
日
出
町
か
ら
見
た
場
合

直
線
よ
り
上
に
位
置
し
て
い
る
の
が
三
地
点
、
下
に
位
置
し
て
い



る
の
が
四
地
点
で
、
特
に
ど
ち
ら
か
一
方
に
偏
っ
て
い
る
と
は
言
え

な
い
だ
ろ
う
。

直
線
よ
り
上
に
位
置
し
て
い
る
の
は
福
岡
県
の
小
倉
（
誤
差
四
・

O
）
、
宮
崎
県
の
延
岡
市
（
誤
差
了
九
）
、
日
向
市
（
誤
差
七
二
ニ
）

の
三
地
点
。
特
に
日
向
市
は
誤
差
、
相
違
度
の
値
（
相
違
度
四
九
・

1
）
、
共
に
大
き
い
。

直
線
よ
り
下
に
位
置
し
て
い
る
の
は
岡
県
内
の
四
日
市
町
（
誤
差

｜
八
・
こ
、
大
分
市
（
誤
差

l
一
五
・
六
）
、
福
岡
県
の
椎
田
町
（
誤

差
｜
四
・
四
）
、
宮
崎
県
の
宮
崎
市
（
誤
差

1
0・
七
）
の
四
地
点
。

こ
こ
で
も
宮
崎
市
は
直
線
よ
り
下
に
位
置
し
て
お
り
、
一
一
一
一
口
語
的
に
近

し
い
関
係
に
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
宮
崎
市
が
一
番
遠
く
に
位

置
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
そ
の
他
の
宮
崎
県
の
対
象
地
点
が
二
地

点
と
も
直
線
よ
り
上
に
位
置
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
こ
れ
は

不
思
議
な
感
じ
も
す
る
。

E 

大
分
市
か
ら
見
た
場
合

全
体
的
に
見
て
、
対
象
地
点
が
直
線
よ
り
上
か
下
か
、
ど
ち
ら
か

一
方
に
偏
っ
て
い
る
と
は
感
じ
ら
れ
な
い
。
直
線
よ
り
上
に
位
置
し

て
い
る
の
は
三
地
点
、
下
に
位
置
し
て
い
る
の
は
四
地
点
で
あ
る
。

岡
県
内
の
対
象
地
点
は
二
地
点
と
も
直
線
よ
り
下
に
位
置
し
て
お

り
、
相
違
度
も
距
離
の
順
に
な
ら
ん
で
い
る
。
日
出
町
（
誤
差

l
一

五
・
六
、
相
違
度
一
六
・
六
）
、
四
日
市
町
（
誤
差
l
八
・
二
、
相
違
度

二
五
・
七
）
。
そ
の
他
、
福
岡
県
の
椎
田
町
（
誤
差
l
一
子
五
）
、
宮
崎

県
の
宮
崎
市
（
誤
差

i
一
・
七
）
が
直
線
よ
り
下
に
位
置
し
て
い
る
。

直
線
よ
り
上
に
位
置
し
て
い
る
の
は
福
岡
県
の
小
倉
（
誤
差
六
・

二
）
、
宮
崎
県
の
延
岡
市
（
誤
差
三
・
一
一
一
）
、
日
向
市
（
誤
差
九
・

O
）

の
三
地
点
。
こ
れ
は
日
出
町
か
ら
見
た
場
合
と
似
た
よ
う
な
結
果
だ
っ

F 

延
岡
市
か
ら
見
た
場
合

全
体
的
に
見
る
と
、
対
象
地
点
の
ほ
と
ん
ど
が
直
線
よ
り
や
や
上

に
位
置
し
て
お
り
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
孤
立
し
た
言
語
と
言
え
よ

う
か
。
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直
線
よ
り
上
に
位
置
し
て
い
る
の
は
同
県
内
の
日
向
市
（
誤
差
二
・

九
）
、
福
岡
県
の
小
倉
（
誤
差

0
・
五
）
、
椎
田
町
（
誤
差

0
・三）、

大
分
県
の
日
出
町
（
誤
差
了
九
）
、
大
分
市
（
誤
差
一
ニ
・
一
三
の
五

地
点
。
下
に
位
置
し
て
い
る
の
は
岡
県
内
の
宮
崎
市
（
誤
差
｜
二
・

O
）
と
大
分
県
の
四
日
市
町
（
誤
差

1
0・
七
）
の
二
地
点
で
あ
る
。

岡
県
内
の
対
象
地
点
を
見
て
み
る
と
、
日
向
市
と
の
距
離
は
宮
崎

市
と
の
距
離
の
半
分
し
か
な
い
の
に
、
相
違
度
に
は
ほ
と
ん
ど
差
が

な
い
。
（
日
向
市
の
相
違
度
三
七
・
四
、
宮
崎
市
の
相
違
度
三
八
・

O
）。

大
分
県
の
対
象
地
点
に
つ
い
て
も
、
同
じ
よ
う
な
結
果
が
見
ら
れ
る
。



G 

日
向
市
か
ら
見
た
場
合

直
線
よ
り
上
に
位
置
し
て
い
る
の
が
六
地
点
、
ほ
ぽ
直
線
上
に
位

置
し
て
い
る
の
が
一
地
点
で
、
言
語
的
に
は
非
常
に
孤
立
し
て
い
る

と
言
え
よ
う
。

直
線
よ
り
上
に
位
置
し
て
い
る
の
は
岡
県
内
の
延
岡
市
（
誤
差
二
・

九
）
、
宮
崎
市
（
誤
差
二
・
八
）
、
福
岡
県
の
椎
田
町
（
誤
差
九
二
ハ
）
、

大
分
県
の
四
日
市
町
（
誤
差
五
・
七
）
、
日
出
町
（
誤
差
七
二
ニ
）
、
大

分
市
（
誤
差
九
・

O
）
の
六
地
点
。
福
岡
県
の
小
倉
（
誤
差

l
0・。

一
）
は
ほ
ぼ
直
線
上
に
位
置
し
て
い
る
。

日
向
市
に
は
、
宮
崎
県
に
お
け
る
海
上
交
通
の
要
衝
と
な
る
よ
う

な
港
（
美
々
津
、
細
島
）
が
古
く
か
ら
あ
り
、
近
世
に
は
既
に
関
西

や
中
園
地
方
と
活
発
な
交
流
が
行
わ
れ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
も
少
な

か
ら
ず
影
響
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

H 

宮
崎
市
か
ら
見
た
場
合

全
体
的
に
見
て
、
ほ
と
ん
ど
の
対
象
地
点
が
直
線
よ
り
下
に
位
置

し
て
い
る
。
た
だ
し
、
ど
れ
も
あ
ま
り
直
線
か
ら
離
れ
て
お
ら
ず
、

や
や
開
放
的
な
言
語
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。

直
線
よ
り
上
に
位
置
し
て
い
る
の
は
同
県
内
の
日
向
市
（
誤
差
二
・

八
）
の
み
。

そ
の
他
の
対
象
地
点
は
、
同
県
内
の
延
岡
市
（
誤
差

l
二・

O
）、

大
分
県
の
大
分
市
（
誤
差

1
7七
）
、
日
出
町
（
誤
差
｜
0
・七）、

四
日
市
町
（
誤
差

l
二
二
ニ
）
、
福
岡
県
の
椎
田
町
（
誤
差

l
四
・
六
）
、

小
倉
（
誤
差
｜
了
六
）
と
、
い
ず
れ
も
直
線
よ
り
下
に
位
置
し
て

い
る
。以
上
、
小
倉

I
大
分

l
宮
崎
ル

l
ト
の
全
対
象
地
点
（
八
地
点
）

に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
に
述
べ
て
き
た
。
以
下
、
ル

l
卜
全
体
を
通
し

て
み
て
気
付
い
た
こ
と
を
述
べ
て
み
た
い
と
思
う
。

福
岡
県
の
対
象
地
点
に
つ
い
て
は
、
小
倉
と
椎
田
町
と
で
は
異
な

る
傾
向
が
見
ら
れ
た
。
小
倉
は
こ
の
ル

l
卜
に
お
い
て
孤
立
の
傾
向

を
示
し
て
お
り
、
特
に
近
し
い
と
言
え
る
対
象
地
点
は
見
当
た
ら
な

い
。
一
方
で
は
、
椎
田
町
の
方
は
、
言
語
的
に
は
大
分
県
と
近
し
い

関
係
に
あ
る
と
言
え
る
よ
う
だ
。

大
分
県
の
三
地
点
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
宮
崎
市
と
の
言
語
的

交
流
が
感
じ
ら
れ
た
。
距
離
的
に
は
小
倉
の
方
が
近
い
の
だ
が
、
先

に
述
べ
た
よ
う
に
、
小
倉
は
と
の
ル

l
ト
に
お
い
て
孤
立
の
傾
向
を

示
し
て
お
り
、
距
離
の
割
に
は
言
語
的
な
異
な
り
が
大
き
い
と
い
う

結
果
に
な
っ
た
。

宮
崎
県
の
対
象
地
点
の
中
で
、
言
語
的
に
開
放
的
だ
と
い
う
結
果

を
示
し
た
の
は
宮
崎
市
だ
け
で
あ
り
、
そ
の
他
の
延
岡
市
、
日
向
市

は
共
に
こ
の
ル

l
卜
に
お
い
て
孤
立
し
て
い
る
。
特
に
日
向
市
に
そ

の
傾
向
が
強
い
。
日
向
市
は
樺
を
通
じ
て
の
交
流
が
古
く
か
ら
盛
ん

で
、
ル
ー
ト
以
外
か
ら
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
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こ
こ
に
示
し
た
図
は
、
序
論
で
得
ら
れ
た
①
J
＠
ま
で
の
各
ル
ー

ト
に
お
け
る
式
を
同
じ
グ
ラ
フ
に
書
き
込
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
以
下
、

こ
の
図
に
基
づ
い
て
考
察
を
進
め
た
い
と
思
う
。

繰
り
返
し
に
な
る
が
、
も
う
一
度
各
ル

l
ト
の
式
を
あ
げ
て
お
く
。

①
小
倉
｜
熊
本
｜
鹿
児
島
ル

l
ト

y
l三
了

O
六
回
二

O
＋
0
・
一
三
四
九
九
X

①
小
倉
｜
佐
賀
｜
長
崎
ル

l
ト

y
l二
七
・
二
一
三
二

O
＋
0
・
二
ニ
六
七
六
X

＠
小
倉
｜
大
分
｜
宮
崎
ル

l
ト

y
l二
九
二
ハ
一
三
一
二

O
＋
0
・
0
九
八
七
五
X

＠
小
倉
｜
大
分
｜
宮
崎
｜
鹿
児
島
ル

l
ト

y
l＝
一
二
・
八

O
O一ニ
O
＋
0
・一

O
五
一
七
X

こ
の
四
つ
の
式
を
比
較
す
る
と
、
①
ル

i
ト
と
②
ル

l
ト
の
式
の

傾
き
は
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
ず
、
①
ル

l
ト
の
式
の
傾
き
が
一
番
小
さ

い
値
を
示
し
て
い
る
の
が
分
か
る
。
他
の
ル

i
ト
に
比
べ
て
言
葉
の

変
化
が
小
さ
い
、
ま
た
、
ル
ー
ト
全
体
を
通
し
て
比
較
的
似
た
よ
う

な
言
語
を
も
っ
て
い
る
、
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
①
ル
ー

ト
の
対
象
地
点
に
鹿
児
島
県
の
対
象
地
点
を
加
え
た
④
ル

l
ト
の
式

の
傾
き
は
、
①
ル

l
卜
よ
り
わ
ず
か
に
大
き
い
値
を
示
し
て
い
る
。

次
に
、
各
ル

i
ト
に
お
け
る
式
の
始
点
（
X
H
H
O
の
と
き
の
値
）

に
目
を
む
け
て
み
た
い
。
こ
の
図
に
お
い
て
は
、
始
点
の
値
が
大
き

い
ほ
ど
、
歴
史
的
に
お
け
る
臓
外
要
因
が
大
き
い
こ
と
を
示
し
て
い
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る

一
番
大
き
い
値
を
示
し
て
い
る
の
は
④
ル

l
ト
の
式
、
次
に
大
き

い
の
は
①
ル

1
ト
の
式
で
あ
る
。
こ
の
二
ル

l
卜
に
は
ど
ち
ら
に
も

鹿
児
島
県
の
対
象
地
点
が
含
ま
れ
て
お
り
、
鹿
児
島
県
の
言
語
が
非

常
に
孤
立
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
①
ル

l
ト
の
式
と
④

ル
l
ト
の
式
と
を
比
べ
て
み
て
も
、
式
の
傾
き
に
は
あ
ま
り
差
が
な

い
の
で
あ
る
が
、
始
点
の
値
を
み
る
と
鹿
児
島
県
の
対
象
地
点
を
含

む
＠
ル

l
ト
の
方
が
大
き
い
。
こ
こ
で
も
鹿
児
島
県
の
言
語
的
性
格

と
う
い
も
の
を
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

②
ル

1
ト
の
式
は
、
始
点
の
値
に
お
い
て
は
四
ル

l
ト
の
中
で
最

も
低
い
値
を
示
し
て
い
る
が
、
傾
き
を
見
る
と
最
も
大
き
い
値
を
示

し
て
い
る
。
こ
の
ル

l
ト
に
お
い
て
は
長
崎
が
非
常
に
大
き
な
言
語

的
影
響
力
を
持
っ
て
い
た
。
鎖
国
時
代
に
お
い
て
、
長
崎
は
日
本
唯

一
の
窓
と
し
て
栄
え
て
お
り
、
九
州
の
中
心
的
存
在
だ
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
故
に
言
語
的
に
も
影
響
力
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
言
語
的
影
響
力
を
持
つ
都
市
が
小
倉
か
ら
一
番
遠

く
に
位
置
し
て
い
た
こ
と
が
変
化
の
度
合
を
高
め
る
原
因
に
な
っ
た

と
思
わ
れ
る
。

結
び

本
稿
で
は
、
小
倉
を
始
点
と
す
る
四
つ
の
ル

l
ト
を
設
定
し
て
方

言
を
比
較
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
中
で
も
小
倉
｜
大
字
宮
崎
ル

l

ト
は
他
の
ル

l
ト
よ
り
も
全
体
を
通
し
て
の
変
化
の
度
合
い
が
低
く
、

言
語
的
に
か
な
り
均
質
で
あ
る
と
雪
口
え
る
だ
ろ
う
。
小
倉
｜
熊
本
｜

鹿
児
島
ル
！
ト
に
お
い
て
は
、
小
倉
が
言
語
的
影
響
力
を
持
っ
て
い

る
と
思
わ
れ
、
熊
本
県
の
対
象
地
点
と
積
極
的
な
関
係
が
認
め
ら
れ

た
。
一
方
で
、
小
倉

I
佐
賀
｜
長
崎
ル

i
ト
に
お
い
て
は
、
小
倉
よ

り
も
む
し
ろ
長
崎
の
方
が
言
語
的
影
響
力
を
持
っ
て
い
る
と
思
わ
れ

る
。
鹿
児
島
県
の
対
象
地
点
は
、
小
倉

I
熊
本
｜
鹿
児
島
ル

i
ト、

小
倉

I
大
分
｜
宮
崎
｜
鹿
児
島
ル

l
ト
の
ど
ち
ら
に
お
い
て
も
閉
鎖

的
で
あ
り
、
非
常
に
孤
立
的
な
言
語
状
況
に
あ
る
こ
と
を
確
認
で
き

た
と
思
う
。

九
州
各
地
の
方
言
を
比
較
す
る
に
あ
た
っ
て
、
四
本
の
ル

1
ト
の

比
較
だ
け
で
は
不
十
分
な
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
と
思
う
が
、
大
ま
か
な

流
れ
を
見
る
こ
と
は
で
き
た
の
で
は
な
い
か
。
今
後
の
研
究
の
参
考

に
な
れ
ば
と
思
う
。
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